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科学技術の ための英語の コーパ スの分析
前 田 秀 夫
は じ め に
筆 者 は,1994年 か ら1995年 に わ た り,EnglishforScienceandTechnology
1}
(EST)(科 学 技 術 の た め の 英 語)の 語 彙 研 究 の た め に,McGraw-HillEncyclo-
2)
pediaofScienceandTechnologyを も と に デ ー タ ベ0ス を構 築 した 。 当 時 は,
個 人 レベ ル で デ ー タ を解 析 す る た め の コ ン ピ ュ ー タ の ハ ー ドウ ェ ア や ソ フ ト
ウ ェ ア が 整 っ て い な か っ た た め に,作 成 した デ ー タ ベ ー ス を十 分 に活 用 で き
な か っ た 。 そ の 後,McGraw-Hill」encyclopediaofScienceandTechnology
3)
の 第7版 を 入 手 す る機 会 を得 て,再 度,デ ー タ ベ ー ス を構 築 した 。
本 稿 は,こ の デ ー タ ベ ー ス(以 降,EnglishforScienceandTechnology
4)
の頭 文 字 か らESTコ ー パ ス と呼 称 す る)を も とに,コ ーパ ス構 築 の検 証 と活
用 を論 じて行 く。
1.ESTコ ー パ ス の 概 要
3)
本 コ ー パ ス の も と に な っ て い る 、Eησ6Joφ θ漉αofScienceand7186肋010戚y
は,科 学 ・技 術 の ほ と ん ど す べ て の 分 野 を網 羅 す る20巻,総 数13 ,450ペ ー ジ
か ら な る辞 典 で あ る 。 エ ン ト リー 数 は,7,500項 目 でyそ れ ぞ れ を,音 響 学
345
5)
(Acoustics),航 行 学(術)(Aeronauticalengineering),農 業(Agriculture)
6)
と い う よ う に79分 野 に 分 類 し て い る。
本 コ ー パ ス を構 築 す る に あ た っ て は,79分 野 か ら,特 に,科 学(物 理 学,
化 学 な ど),工 業,技 術 に 関 す る 分 野 に 焦 点 を し ぼ っ た 。 例 え ば,音 響 学
(Acoustics),航 行 学(術)(Aeronauticalengineering),分 析 化 学(Analytical
chemistry)な ど は 入 力 対 象 分 野 で あ る が,農 業(Agriculture),生 化 学
(Biochemistry),食 品 工 業(Foodengineering)な ど は 除 外 した 。 結 果 と し
6)
て,40分 野 を選 び,エ ン トリー ご とに,ほ ぼ完 全 な形 で コ ン ピュ ー タ に入 力
した。
入 力 は,光 学 式文 字 読 み取 り(OpticalCharacterRecognition,OCR)ソ
フ トウエ ア を用 い て,手 作 業 で進 め た。入 力 作 業後 は,OCRの 認 識 率 に よ る
誤差 の修 正 に合 わ せ て,統 計 上 の処 理 を考 慮 して,数 式,化 学 式,単 位,数
7)
字 等 は削 除 す る作 業 を行 った。 結 果 と して,総 語 数(token)は,877,280語
とな っ た。 次 に,統 計 上 の基 本 の デー タ と して,表1の よ うな ア ル フ ァベ ッ
の
ト順 に並 べ た異 語 数(type)と 頻 度 数(frequency)の 表 を作 成 した。 総 異 語








2.ESTコ ーパ ス の 検 証
ESTコ ー パ ス は,科 学 ・技 術 分 野 の英 語 を研 究 す る 目的 の た め に構 築 し
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た,言 わ ぽ 特 殊 な 目 的 の た め の コ ー パ ス(specialpurp。sec。8)rpus)で あ
g}
る 。一 方,BrownCorpusやLOBCorpusは,汎 用 コ ー パ ス(generalpurpose
　ラ
corpus)と 呼 ば れ て い る。 こ の2つ の コ ー パ ス の 関 係 は,EnglishforSpecific
14}
Purposes(ESP,特 殊 な 目 的 の た め の 英 語)とEnglishforGeneralPurposes
ユむラ
(EGP,一 般 的 な 目的 の た め の英 語)の 関係 と類 似 して い る。
以 上 の こ とか ら本 章 で は,語 彙 を頻 度 数 を中 心 にESTコ ーパ ス とBrown
Corpusを 比 較 しなが ら,ESTコ ー パ ス の妥 当 性 と特 徴 を考 察 す る こ とに す
る。
2--1.頻 度 数 に よ る上 位50位 まで の 籍 に よ る検 証
表2は,表1を 頻 度 数 に 並 べ た 上 位50位 ま で の 語 と,そ の 語 に 対 す る
BrownCorpusの 頻 度 数 の 順 位 を ま とめ た もの で あ る 。 上 位20位 ま で は,冠
詞 や 前 置 詞 とい う機 能 語 が 占 め て い る。 こ の 傾 向 は従 来 の ほ と ん ど の コ ー パ
ス に 見 ら れ る。例 え ば,上 位3語(the,of,and)の 順 位 は,AmericanHeritage
Corpus,BirminghamCorpus,LOBCorpus,WellingtomCorpusと 同 じで あ
11)
る 。
表 の 中 で,ESTコ ー パ ス を特 徴 づ け る 語 は,上 記 の4つ の コ0パ ス の 上 位
語 に は な いused,system,energy,fig。,surface,temperatureで あ る 。 逆 に,
汎 用 コ ー パ ス で は,上 位 に属 す る人 称 代 名 詞(1,you,he,she等)やbe動 詞
(was,were)な ど は,ESTコ ー パ ス の 上 位 語 の 中 に は な い 。
2-2.頻 度 数 に よ る総 晒 数 と異 請 数 の 分 布 に よ る検 証
表3はz頻 度 数 を基 準 と したESTコ ー パ ス の 総 語 数 と異 語 数 の 分 布 を示
す。 また,図1は,表3を 視 覚 的 に表 した もの で あ る。 図 で見 る と,総 語 数
の分 布 は,ほ ぼ 等 間 隔 に増 加 して い る こ とが 分 か る。筆 者 の計 算 で は,Brown
Corpusも,そ れ ぞれy1000以 上(47.2%),500--999(52 .8%),300-499(5so
%),100-299(70.0%)と ほ ぼ同 じ よ うな結 果 に な る。 また,表2の 上 位50
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語 の総 語 数 の 占め る割 合 は,ESTコ ー パ ス で は41.7%で あ り,BrownCor-
pusの 上位50語 が 占 め る割 合 は41.2%で ほ ぼ 同 じ割 合 で あ る。 これ らの事 は,
ESTコ ー パ ス が,総 語 数 の分 布 で は,バ ラ ンス の とれ た もの で あ る こ とを表
す。
異 語 数 の分布 で 見 る と,ESTコ ーパ スの 語 彙 の特 徴 が 分 か る。曲線 の傾 き





累積語数 累積% 累積語数 累積%
1000以 上 39415244.9 ?50.3







4以 下 877280100.0 26634100.0



























い る。 頻 度 数 が 少 な くな る に従 い,異 語 数 が 急激 に増 加 す る とい う こ とで あ
る。BrownCorpusやLOBCorpusの よ うな 汎 用 コーパ ス の 異 語 数 に比 べ
て,ESTコ ー パ ス の異 語 数 が極 め て 多 い 結果 で あ る。 しか も,本 稿 で は詳 し
く論 じな い が,筆 者 の調 査 で は,下 位 の 頻 度 数 の 語 は ほ とん どが 専 門 用 語
(technicalword)で あ る。
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2-3.x2検 定 に よ る検 証
ESTコ ーパ スの頻 度 数 が,有 意 な 数値 で あ るか を調 べ るた め に,表4の よ
Z2)
う にx2値 を求 めて み る。
表4で 得 た す べ て のx2値 は,自 由度1の 有 意 度 水 準0.001の 境 界 値10.83よ
り大 きい の で,表4の 語 は統 計 的 に0.1%レ ベ ル で有 意 な数 値 にな る。
本 節 で は,ESTコ ー パ スの頻 度 数50以 上 の語 のx2値 を求 め,コ ーパ ス全体
の妥 当性 を検 討 す る。
頻 度 数50以 上 の語 は,表3に よる と,総 語 数 で734,399語(83.7%),異 語
数 で2,157語(8.1%)あ る の で,こ れ らの語 のxa値 が 有 意 な 数 値 で あ れ ば,
2-1,2-2で 論 じた こ とか ら も考慮 して,全 体 として,ESTコ ーパ ス の
妥 当性 を証 明 で き るで あ ろ う。
κ2検定 の有 意 度 水 準 は,語 彙 統計 で よ く使 わ れ る,0,001,0.01,0.05,0.10
の4つ を使 う。 自 由 度 は1な の で,そ れ ぞ れ の 境 界 値 は,10.83,6.63,
3.84,2.71に な る。
計 算 結 果 を有 意 度 水 準 別 に,語 数 の分 布 を示 した もの が表5で あ る。 表 に
よれ ば,総 調 査 語2,157語 中,x,337語(62.0%)の 語 の頻 度 数 が 有 意 度 水 準
0.001で 有 意 な数 値 として認 め られ た こ とに な る。 さ らに,1,639語(71.3%)
が統 計上 の有 意 度 水 準 を上 回 っ て い る。 そ して,わ ず か160語(7.4%)(表 中
で は,そ の他 〉 が 有 意 度 水 準 以 下 とい う こ とにな る。
`検定 不 可'と した458語(21






the 7216669970 66422.07574.0 932.49
of 4003836410 35725.140722.9 977.45
and 2456228852 24961.128452.9 11.98
a 2295923129 21537.524550.5 176.13
in 2145621337 19997.722795.3 199.x4
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語 で あ る。 これ は,統 計 上 の 処 置 で あ る が,注 意 し た い の は 検 定 不 可'の 語
が 必 ず し も意 味 の な い 語 で は な い とい う こ とで あ る 。逆 に,ESTコ ー パ ス の
場 合ESTの 特 徴 を持 っ た 語 を示 す こ と も あ る。 汎 用 コ._._パス で あ るBrown
Corpusで は,頻 度 数 が 少 な い と い う逆 の 理 由 が 成 り立 つ か らで あ る。参 考 ま
で に,`検 定 不 可'の 語 の 中 か ら,BrownCorpusで,頻 度 数9お よ び8の 語
を 下 に 挙 げ る。 特 に,イ タ リ ッ ク体 の 語 はESTコ ー パ ス で,100以 上 の 頻 度
数 が あ る。 さ ら に,他 の 語,例 え ば,carrier,indicator,ionsな ど もESTの
特 徴 を持 っ た 語 で あ る 。
以 上 の こ と は,xz検 定 に お い て もESTコ ー パ ス が 高 い 信 頼 性 を 示 して い





3.ESTコ0パ ス の 活 用 例
本章 で は,ESTコ ーパ スの頻度数 を中心 にい くつか の活用例 を考察 す る。
科学技術のための英語のコーパスの分析351
3-1.差 異 係 数(differencecoefficient)に よ るESTの 語 分 類 の 活 用 例
13)
Hutchinson(1987)は,ESPの 語 彙 を,structura1(e.9.are,this,only,
however},general(e.g.table,run,dog,road,weather,cause),sub-
technical{e.g.engine,spring,valve,acid,budget),technical(auricle,
schistosome,fissure,electrophoresis)の4つ に 分 類 し て い る 。 ま た,Trim-
14}
ble(1985)は,ESTの 語 彙 を,①technicalvocabulary,②sub-technical
vocabulary,③nouncompoundsの3つ に分 け て い る。
ESTコ ー パ ス の 語 彙 も同 じ よ う に 分 類 で き る わ けだ が,語 義 的 な 問 題 が あ
り,統 計 上 で は処 理 が 難 しい 。 本 節 で は,1つ の 試 み と し て,差 異 係 数 を使
っ て 考 察 す る。
差 異 係 数 は,語 の 頻 度 数 を(ESTコ ー パ ス ーBrownCorpus)÷(ESTコ ー
パ ス+BrownCorpus)の 式 に あ て は め て 求 め る。 そ の 値(DC値)は ,+1.00
と 一1.00の 間 に あ る。正 の 値 の 場 合 は,ESTコ ー パ ス の 方 に そ の 語 が 多 く出
13)
現 し,負 の値 の場 合 は,そ の逆 にな る。 例 と して,Hutchinson(1987)が 分
類 した 語 で検 討 す る。結 果 を表6に 示 す。語 はESTコ ーパ ス の頻 度 数 の 多 い
順 か ら並 べ て あ る。 実 測 値 は,両 コーパ ス の実 際 の頻 度 数 を示 す。
DC値 を求 め るた め に,ESTコ0パ ス で は,100万 語相 当 語 を計 算 した(4
列 目)。 最 後 列 のx2値 は本 表 で は参 考 とす る。
structuralな 語 は,当 然 の よ うに両 コーパ スで 頻 度 数 は多 い。areを 除 けば
DC値 にあ ま り差 はな い 。しか し,areはstructuralな 語 と して異 論 は な いの
で 問 題 と は な らな い だ ろ う。 一 方,generalあ る い はsub-technicalな 語 に
は,DC値 に ば らつ きが 多 く特 定 しに くい 。run,road,dogは 負 の 値 が 大 き
く,engine,acidで は,逆 の 結 果 が 出 て い る。technica1な 語 はfissures(頻
度 数:4)以 外,両 コーパ ス に な か った。
以 上 の こ とか ら分 か る こ とは,DC値 は語 彙 の領 域 を 限定 す る こ とは で き
な い が,特 徴 の あ る語 彙 を あ る程 度 提 起 で き る。 参 考 まで に,表5の 調 査 語
2,157語 で,DC値 の分 布 を見 る と,正 の値 の語 は1 ,794語(83.2%),負 の値
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順位 実測値100万 語 当 り 実測値
DC値 x2値
are 8102171164fi 4394 0.45 3157.95
this 2142164806 5146 一 〇 .03 10.85
only 6411231280 1747 一 〇 .15 66.64
however 92833950 552 0.26 100.23
■
engine 239399455 50 0.80 320.27
acid 252380433 13 0.94 393.87
table 420256292 198 0.19 16.97
cause 495226258 i30 0.33 40.08
weather 11511011Z5 fig Q.25 X1.03
run 18146170 212 一 〇 .50 fi5.27
■
spring 21085158 127 一Q .37 23.40
valve 33042832 0 1.00
road 39092124 197 r
budget 74177S 59 一4 ."16
dog 1286722 75 一 〇 .95
の 語 は363語(17.8%)で あ っ た 。 この 差 は,前 章 で 述 べ た よ う に
,両 コ ー パ
ス の 異 語 数 に よ る もの で あ る。 表7で は
,調 査 語 の 中 か ら,ア ル フ ァベ ッ ト
のaで 始 ま る単 語 をDC値 順 に 並 べ た み た 。
表 か ら類 推 で き る こ と は,DC値 が1.・ ・-0 .8・間 で,Hutchins。n(13}X987)
の 分 類 のtechnicalな 語 が 多 く,順 にsub-technical
,structuralあ る い は.-
eral(020以 下)と い う よ う に 語 が 分 散 し て い る よ う で あ る
。 い ず れ に せ よ,
DC値 で は,ESTの 語 彙 を あ る程 度 示 唆 で き る わ け だ が
,限 定 す る こ と は 不
可 能 な こ とが 分 か る。
例 え ば,1.00‐o.80間 に あ るarmature,acid,acceleration等 は ,technical
な 語 で あ る し,0.20以 下 に あ るalong,and ,able等 は,structuralあ る い は
generalな 語 で あ る。 しか し,0.80-0.20間 の 語 の 分 類 に は 問 題 が 起 き て く






























































































































れ る 語 で も あ る。
ま た,are(Q.45),also(0.30)等 はstructuralあ る い はgenera1な 語 で あ
る が,air(0.63),advantage(0 .34)等 は 分 類 分 け が 難 しい 。
さ ら に,本 稿 で は,異 語 数 で 処 理 を し て い る た め
,alloys(1.00),alloy
(0・97)で は 問 題 に は な ら な い が,allows(0 .73),a110w(0.33)は,別 の 処
理 が 必 要 に な っ て く る。
3-2.関 連晒 と異 語に よる籍 の活用例
表8は 渤 詞changeと それ に関連 す る鋪 の屈 折形 を含 めて まとめた も
の で あ る。 表 の よ うにす る と,各 動 詞 の特 徴 が あ る程 度 分 か りや す くな る
。







adapted 25130.37 modified 59130.65
adapting 113-0.86 modifies 401 .00
adapts 213-0.73 modify 2201.00
adjust 23130.33 modifying 100LOO
adjusted 50330.27 transform 4001.00
adjusting 25110.44 transformed 1425--0.22
adjusts 1201.00 transforming sol.00
alter 19150.19 transforms 901.00
altered 2S220.19 transmuted 101.00















ESTの 実 測 値 で 見 る と,change,varyはchange,changes・vary,varles
の 形 の 使 用 例 が 多 い が,convert,modifyは,converted,modifiedの 形 の 方
が 多 い 。DC値 で 見 る と,adjustやalterよ り も,convert,modify・varyと
い っ た 語 の 方 が 正 の 値 が 大 き く,ESTの 語 彙 の 特 徴 を 示 し て い る よ う で あ
る。
これ ら は,あ く ま で も統 計 上 の 見 方 で あ る こ と は し ば し ば 指 摘 した と こ ろ
で あ る が,語 彙 を選 定 す る 際 の 強 力 な 基 礎 デ ー タ に は な る。 そ し て,コ ー パ
ス の 活 用 ・研 究 に は 大 変 重 要 な 役 割 を 果 た す 。
3-3.関 連 驕 等 か らの 活 用 例
ESTの 語 彙 を絞 り込 む過 程 で,そ の 関 連 語 の頻 度 数 な どを ま とめ た もの
(表9)や 連 語 を調 べ るデ ー タベ ー ス(表10)の 作 成 もコー パ ス活 用 の 重 要 な
要 素 で あ る。
例 え ば,ESTコ ーパ ス とBrownCorpusの 中 か ら,adjustに 関連 す るす べ
て の語 とそ の頻 度 数 を表 した の が表9で あ る。 この 表 か ら まず 注 目 した い語
は,ESTコ ー パ ス にだ け あ るadjustability,adjustableで あ る。表8と は違




































表10は,主 に連 語 関係 を調 べ る た め に,表9の 中 か らadjustable ,adjust、
mentを 選 び,そ の一 部 を紹 介 す る もの で あ る。調 査 対 象 の語 が 句,節,文 の
中 で どの よ うな働 き を して い るか を,連 語 中 心 に検 討 す るに は,こ の よ うな
デ ー タが必 要 に な っ て くる。
お わ り に
ESTコ ーパ スの構 築 ・検 証,活 用 とい う3つ の柱 で論 考 を進 め て きた が
,
活 用 面 で の論 議 が十 分 で は なか った 。 今 後 の課 題 と した い。
コー パ ス の構 築 の た め の デ.___タ収 集 ,コ ン ピ ュー タ へ の入 力 作 業 等 に は,
時 間 と労力 が 非 常 に かか る。 個 人 レベ ル で は,大 容 量 の コーパ ス の構 築 は,
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いか に最 新 のハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェ ア を駆 使 して も限 界 が あ る。 これ か
らの手 法 と して は,CD-ROMや イ ンタ ー ネ ッ ト上 か らの デ ー タ収 集 が 主 流
とな ろ う。 問題 とな るの は,い か に適 切 な デ ー タ を収 集 で き るか とい う こ と
に な る。
コーパ スの検 証 につ い て は,ESTコ ーパ ス の よ うな特 殊 な 目的 の た め の コ
ー パ スで は,比 較 で き る コーパ ス が少 な く,現 在 の と ころ既 存 の 汎 用 コーパ
ス を利 用 す る方 法 しか な い。 この こ と も今 後 の課 題 とな ろ う。
コーパ ス の活 用 につ い て は,当 然 の こ となが ら,コ ーパ ス研 究 の 中核 とな
る もの で あ る。 英語 の 語 彙,文 法,文 体 等 の研 究 の た め の コー パ スの利 用,
英 語 教育 の 中 で の コーパ ス の応 用等,筆 者 に とって は,ま だ まだ 未知 の分 野
で あ るが,研 究 を続 けて行 きた い と考 え て い る。 関 係 諸 氏 の ご指 導,ご 叱 正
を賜 れ ば幸 い で あ る。
注
1}EnglishforSpeci}'icPurposes:Alearning-centredapproach{Hutchinson,
1987,p-17)の ・ThetreeofELT'に よ れ ば,ESTはEnglishforSpecific





本 辞 典 は,第7版 を 発 刊 後,1996年,1997年 に そ れ ぞ れ 年 鑑(yearbook)を












技 術 用語 大 辞 典 第3版 』,日 刊 工 業 新 聞 社 。
'Parker
・S・P・(ed・)(1997)〃`伽"一 伍 〃 痂 痂 拶 げ 伽9襯 噸New
York:McGraw-Hill ,inc.
コーパ ス(corpus)の 定 義 は
,齋 藤 俊 雄 ・中村 純 作 ・赤 野 一 郎 編(1998)『 英
語 コー パ ス言 語 学 一 基 礎 と応 用 』 研 究 社 ,P・18か ら,以 下 を引 用 す る。
あ る特 定 の 言 語,方 言 もし くは その 他 の ヴ ァラ エ テ ィ を代 表 し
,か つ言 語
研 究 に使 用 され る こ とが 想 定 されyコ ン ピュ ー タ に蓄 積
,処 理 され た話 し
言 葉,書 き言 葉 の テ キ ス トの集 合 体
参 考 まで に,航 行 学(術)(Aeronauticaiengineering)の 分 野 で エ ン トリー







































参 考 ま で に,79分 野 を 下 記 に 示 す 。*印 が 付 い た40の 分 野 が 本 コ ー パ ス を 構

































7)総 語 数(t。ken),異 語 数(type)の 臓 は,Carr・ll,J・B・,Davies,P・and
Richenman,B.(1971)TheAmericanHeritageWordFrequencyBook,USA








例 え ば ・`T・pr・duceg・ ・ds・rservices ,abusinessneedst。buyg。 。ds。r
services.'と い う文 で はs総 語 数 は13語 で ,異 語 数 は9語 と な る。ESTコ ー パ
ス で は,コ ー パ ス構 築 の 際,統 計 処 理 上 の 理 由 か ら
,化 学 式,数 式 等 を 削 除 し
た が,コ ー パ ス 全 体 の 量 か ら考 え る と
,削 除 語 の 影 響 は,き わ め て 少 な い と思
わ れ る の で,総 語 数i異 語 数 と い う用 語 は そ の ま ま 区 別 し な い で 使 用 す る
。
8)齋 藤 俊 雄 ・中 村 純 作 ・赤 野 一 郎 編 『前 掲 書 』p .19。
9)本 コ ー パ ス は,ア メ リカ 英 語 の 資 料 約100万 語 か ら な る サ ン プ ル コ ー パ ス で
あ る。 コ ン ピ ュ ー タ を使 っ て 編 纂 した 初 め て の 電 子 コ ー パ ス で もあ る
。 完 成 年
度 が1964年 で,現 在 で は 古 さ を 感 じ ら れ る が ,ア メ リカ 英 語 の 語 の 使 用 頻 度 の
比 較 等 で は 現 在 で も よ く使 わ れ て い る。





,pp.472-544か ら得 た 。
10)山 崎 真 稔 ・高 橋 貞 雄 ・佐 藤 久 美 子 訳(1988)『 ロ ン グ マ ン応 用 言 語 学 用 語 辞
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